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▶今月の表紙
今日も優しい笑顔で
　川崎市幸区の民生委員児童委員と
して活動する楢林照江さんは、見守り
活動の時に笑顔を絶やさず「困った
ことがあったらいつでもいらっしゃい」
と声を掛けている。
　「“掛けてもらった言葉が嬉しかっ
た”と喜んでもらえた」と話す楢林さ
ん。誠意に添えられる笑顔は、地域
の中で悩みや心配を感じながら暮らし
ている人に、安らぎを届けている。
 【詳しくは12面へ】
 〈撮影・菊地信夫〉

これからの民生委員児童委員活動についてこれからの民生委員児童委員活動について
～時代の変化に応じた対応と守り続けていくべきもの～～時代の変化に応じた対応と守り続けていくべきもの～
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　今日、社会が大きく変化するなか、人々が抱えている生活課題、福祉課題はさらに多様化、複雑化して
います。そのため、住民の身近な相談役である民生委員児童委員に寄せられる期待は膨らみ、社会の変化
に対応する柔軟さが求められています。
　一方、今年で100周年を迎える民生委員制度だからこそ、守り続けていくべきものがあります。
　そこで、今回は、全国民生委員児童委員連合会がまとめた「これからの民生委員・児童委員制度と活動
のあり方に関する検討委員会」の中間報告と本県の民生委員児童委員の委嘱状況を踏まえ、これから求め
られる変化と守り続けていくものの両面について考えてみます。

これからの民生委員児童委員活動について
～時代の変化に応じた対応と守り続けていくべきもの～

民
生
委
員
制
度
創
設
１
０
０
周
年

　

民
生
委
員
児
童
委
員
は
、
担
当
区
域
に

お
い
て
高
齢
者
や
障
害
が
あ
る
方
、
子
ど

も
、
子
育
て
世
帯
へ
の
声
か
け
や
見
守
り

等
を
行
っ
て
い
ま
す
。
地
域
住
民
の
身
近

な
生
活
相
談
や
福
祉
サ
ー
ビ
ス
な
ど
、
必

要
な
支
援
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
関
係
機

関
・
団
体
に
つ
な
げ
る
「
パ
イ
プ
役
」
で

あ
り
「
顔
の
見
え
る
最
も
身
近
な
支
援
者
」

と
し
て
、
全
国
で
お
よ
そ
23
万
人
が
活
動

し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
民
生
委
員
児
童
委
員
の
源
流
は
、

大
正
６
年
に
岡
山
県
で
発
足
し
た
「
済
世

顧
問
制
度
」
と
言
わ
れ
て
お
り
、
今
年
「
民

生
委
員
制
度
」
創
設
１
０
０
周
年
と
い
う

大
き
な
節
目
を
迎
え
ま
す
。

　

大
正
７
年
に
は
大
阪
府
で
「
方
面
委
員

制
度
」
が
発
足
し
、
全
国
に
広
が
り
、
奉

仕
委
員
、
共
済
委
員
、
公
同
委
員
等
の
呼

称
で
同
様
な
制
度
が
設
け
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　

本
県
（
横
浜
市
を
除
く
）
で
は
、
昭
和

３
年
１
月
30
日
に
は
神
奈
川
県
訓
令
第
１

号
を
も
っ
て「
社
会
委
員
設
置
奨
励
規
程
」

を
政
令
公
布
し
、
同
年
２
月
１
日
よ
り
施

行
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
内
容
と
し
て
、
社

会
委
員
の
職
務
は
次
の
と
お
り
定
め
ら
れ

て
い
ま
し
た
。

１
．  

住
民
生
活
状
態
ノ
調
査
及
其
ノ
改
善

ニ
関
ス
ル
事
項

２
．
要
救
護
者
ニ
関
ス
ル
事
項

３
．
児
童
保
護
ニ
関
ス
ル
事
項

る
方
は
、「
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
が
で

き
、
高
齢
者
に
対
す
る
相
談
は
そ
こ
に
つ

な
げ
れ
ば
よ
い
と
分
か
っ
た
だ
け
で
も
、

肩
の
荷
が
下
り
た
」
と
当
時
の
苦
労
を
語

り
ま
す
。

　

社
会
福
祉
諸
制
度
の
見
直
し
が
進
む
一

方
で
、
住
民
の
相
談
支
援
活
動
に
あ
た
る

福
祉
の
専
門
機
関
や
専
門
職
が
増
え
、
対

象
者
別
に
制
度
が
構
築
さ
れ
、
専
門
分
化

が
進
む
こ
と
に
よ
り
、
家
庭
の
中
で
複
数

の
課
題
が
存
在
す
る
場
合
に
つ
い
て
は
、

一
体
的
な
対
応
が
難
し
い
と
い
う
指
摘
も

あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
分
野
を
問
わ

ず
、
住
民
の
相
談
に
応
じ
る
民
生
委
員
児

童
委
員
の
存
在
意
義
は
大
き
く
、「
横
断

的
」「
包
括
的
」
な
相
談
窓
口
と
し
て
の
役

割
が
今
後
も
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
の
社
会
福
祉
の
動
き
と
し
て
、

こ
の
専
門
分
化
の
反
省
を
生
か
し
、
平
成

28
年
６
月
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
「
一
億
総

活
躍
プ
ラ
ン
」
で
は
、
介
護
離
職
ゼ
ロ
を

め
ざ
す
取
組
み
の
項
に
お
い
て
、「
子
供
・

高
齢
者
・
障
害
者
な
ど
全
て
の
人
々
が
地

域
、
暮
ら
し
、
生
き
が
い
を
共
に
創
り
、

高
め
合
う
こ
と
が
で
き
る
『
地
域
共
生
社

会
』
を
実
現
す
る
」
と
の
方
針
が
示
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
平
成
27
年
９
月
に
厚
生

労
働
省
が
示
し
た
「
新
た
な
時
代
に
対
応

し
た
福
祉
の
提
供
ビ
ジ
ョ
ン
」
に
お
い
て

は
「
地
域
住
民
の
参
画
と
協
働
に
よ
り
、

誰
も
が
支
え
合
う
共
生
社
会
の
実
現
」
を

目
指
す
も
の
と
し
て
、
高
齢
者
、
障
害
が

あ
る
方
、
児
童
と
い
っ
た
よ
う
に
対
象
者

４
．
社
会
事
業
及
社
会
教
化
ニ
関
シ
必
要

　
　

ナ
ル
事
項

　

以
上
の
よ
う
に
、
当
時
の
活
動
内
容
が

生
活
状
態
の
調
査
、
生
活
困
窮
者
の
相
談

と
指
導
お
よ
び
救
護
、
社
会
事
業
施
設
や

行
政
へ
の
協
力
活
動
が
主
要
な
も
の
で

あ
っ
た
と
読
み
取
れ
ま
す
。

　

制
度
創
設
初
期
は
、
救
貧
対
策
を
中
心

に
活
動
が
展
開
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
戦

後
、
国
家
全
体
が
大
き
く
変
わ
る
中
、
昭

和
21
年
に
民
生
委
員
令
が
公
布
さ
れ
、
方

面
委
員
か
ら
民
生
委
員
に
改
称
さ
れ
、
昭

和
23
年
の
民
生
委
員
法
制
定
に
よ
り
、
救

貧
活
動
だ
け
で
は
な
く
、
地
域
福
祉
推
進

の
た
め
の
幅
広
い
活
動
を
担
う
よ
う
に

な
っ
て
き
ま
し
た
。

民
生
委
員
児
童
委
員
の
活
動
の
変
化

　

１
０
０
年
と
い
う
歴
史
の
中
で
、
社
会

も
変
化
し
、
民
生
委
員
児
童
委
員
は
そ
の

時
々
に
応
じ
、
さ
ま
ざ
ま
な
役
割
を
果
た

し
て
き
ま
し
た
が
、
今
後
も
柔
軟
な
対
応

が
求
め
ら
れ
て
い
く
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

し
か
し
、
そ
の
本
質
は
変
わ
ら
ず
、「
自
ら

が
常
に
地
域
社
会
の
な
か
に
あ
っ
て
、
住

民
に
寄
り
添
い
な
が
ら
、
住
民
の
立
場
に

た
っ
て
活
動
を
行
う
」
こ
と
と
言
え
ま
す
。

　

近
年
、
社
会
福
祉
諸
制
度
の
創
設
や
見

直
し
に
よ
り
、
今
ま
で
、
民
生
委
員
児
童

委
員
が
一
人
で
抱
え
が
ち
で
あ
っ
た
課
題

に
対
し
て
つ
な
ぎ
先
が
増
え
て
き
ま
し
た
。

特
に
、
介
護
保
険
制
度
創
設
以
前
か
ら
民

生
委
員
児
童
委
員
と
し
て
活
動
さ
れ
て
い
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を
分
け
な
い
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
型
の
包
括
支

援
体
制
の
構
築
や
、
次
世
代
交
流
・
多
機

能
型
の
福
祉
拠
点
の
整
備
促
進
な
ど
が
打

ち
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
後
の
あ
り
方
と
し
て
は
、
自
助
、
互

助
、
共
助
、
公
助
の
バ
ラ
ン
ス
の
重
要
性

が
指
摘
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。

な
か
で
も
民
生
委
員
児
童
委
員
に
深
く
か

か
わ
る
、
住
民
同
士
の
助
け
合
い
（
互
助
）

に
よ
る
日
常
的
な
支
援
体
制
の
整
備
や
、

住
民
参
加
に
よ
る
地
域
づ
く
り
は
、
一
層

そ
の
重
要
性
を
増
し
て
い
く
と
考
え
ら
れ

ま
す
。

　

民
生
委
員
児
童
委
員
と
幅
広
い
関
係
者

と
の
連
携
・
協
働
を
さ
ら
に
進
め
、
そ
れ

ぞ
れ
の
実
情
に
合
わ
せ
た
地
域
を
つ
く
っ

て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

民
生
委
員
児
童
委
員
の
担
い
手

　

民
生
委
員
は
、民
生
委
員
法
に
基
づ
き
、

厚
生
労
働
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
非
常
勤

の
地
方
公
務
員
で
、
無
報
酬
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
す
。
ま
た
、
児
童
福
祉
法
の
定

め
る
「
児
童
委
員
」
を
兼
ね
て
い
ま
す
。

　

任
期
は
３
年
間
で
す
が
、
改
選
の
際
に

は
お
よ
そ
３
分
の
１
の
割
合
で
交
替
が
あ

る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
退
任
の
理
由
は

さ
ま
ざ
ま
で
す
が
「
こ
ん
な
に
活
動
量
が

多
い
と
は
思
わ
な
か
っ
た
」
と
い
う
理
由

に
よ
り
一
期
で
退
任
さ
れ
て
し
ま
う
方
が

増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

現
在
、
神
奈
川
県
で
は
指
定
都
市
・
中

核
市
を
含
め
、平
成
28
年
12
月
１
日
現
在
、

１
万
１
，
２
４
７
名
の
民
生
委
員
児
童
委

員
が
委
嘱
さ
れ
活
動
さ
れ
て
い
ま
す
（
委

嘱
数
）。
し
か
し
、
定
数
１
万
１
，
９
５
８

名
に
対
し
て
充
足
率
は
94
・
１
％
で
あ
り
、

新
た
な
担
い
手
の
確
保
が
課
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

具
体
的
に
平
成
28
年
12
月
１
日
の
一
斉

改
選
の
様
子
を
見
て
み
ま
す
。

　

全
国
で
は
、
23
万
８
，
３
５
２
名
の
各

市
区
町
村
に
お
い
て
、
一
定
の
基
準
に
従

い
決
め
ら
れ
た
人
数
（
定
数
）
に
対
し
、

22
万
９
，
５
４
１
名
の
民
生
委
員
児
童
委

員
が
委
嘱
さ
れ
活
動
さ
れ
て
い
ま
す
（
委

嘱
数
）。
定
数
に
対
す
る
委
嘱
数
の
割
合
を

示
す
充
足
率
は
96
・
３
％
で
前
回
（
平
成

25
年
度
）
と
比
較
す
る
と
０
・
８
ポ
イ
ン

ト
下
が
り
ま
し
た
。

　

本
県
の
状
況
は
先
に
紹
介
し
た
よ
う
な

委
嘱
数
と
定
数
、
充
足
率
で
あ
り
、
前
回

と
比
較
す
る
と
１
・
６
ポ
イ
ン
ト
下
が
り

ま
し
た
。

　

定
数
が
２
３
８
人
増
加
し
た
背
景
に

は
、
高
齢
化
や
核
家
族
化
の
進
行
等
に
よ

り
、
高
齢
者
や
単
身
者
等
の
要
援
護
者
が

増
加
し
、
各
自
治
体
に
お
い
て
民
生
委
員

児
童
委
員
の
定
数
を
増
や
す
必
要
性
が
高

ま
っ
た
か
ら
で
す
。
民
生
委
員
児
童
委
員

が
最
も
身
近
な
支
援
者
と
し
て
地
域
に
必

要
と
さ
れ
る
中
、
民
生
委
員
児
童
委
員
の

な
り
手
不
足
に
よ
り
、
真
に
必
要
な
区
域

に
活
動
の
担
い
手
が
い
な
い
と
い
う
現
状

が
起
き
て
い
ま
す
。

　

担
い
手
の
確
保
に
向
け
て
は
、
こ
れ
ま

で
も
活
動
に
お
け
る
負
担
軽
減
に
向
け
た

検
討
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
今
後
の
取

り
組
み
と
し
て
は
、
民
生
委
員
児
童
委
員

の
活
動
の
や
り
が
い
や
楽
し
さ
を
積
極
的

に
発
信
し
て
い
く
こ
と
も
大
切
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
行
政
、
社
会
福
祉
協
議
会
を
は

じ
め
、
幅
広
い
関
係
者
が
協
力
し
て
民
生

委
員
児
童
委
員
の
選
任
に
積
極
的
に
取
り

組
む
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

1 0 5 0 0

1 0 7 0 0

1 0 9 0 0

1 1 1 0 0

1 1 3 0 0

1 1 5 0 0

1 1 7 0 0

1 1 9 0 0

1 2 1 0 0

前回の一斉改選時の人数比較（県内合計）

人
数

12,100
11,900
11,700
11,500
11,300
11,100
10,900
10,700
10,500

711

11,247

500

11,220

2013年12年 1 日時点 2016年12年 1 日時点

欠員

現員

　

そ
こ
で
今
年
度
、
本
会
民
生
委
員
児
童

委
員
部
会
で
は
、
民
生
委
員
児
童
委
員
の

活
動
に
対
す
る
周
知
を
行
政
・
社
会
福
祉

協
議
会
が
ど
の
よ
う
な
点
に
工
夫
し
な
が

ら
実
施
し
て
い
る
か
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施

す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
結
果
を
民
生
委
員
児
童
委
員
活
動

Ｐ
Ｒ
「
ヒ
ン
ト
集
」
と
し
て
作
成
し
よ
う

と
考
え
て
い
ま
す
。
他
市
区
町
村
の
取
組

を
ヒ
ン
ト
に
、
県
域
全
体
で
よ
り
積
極
的

に
民
生
委
員
児
童
委
員
活
動
の
や
り
が
い

や
楽
し
さ
、
豊
か
さ
な
ど
の
情
報
を
発
信

す
る
と
と
も
に
、
民
生
委
員
児
童
委
員
を

長
く
担
っ
て
も
ら
え
る
人
材
の
確
保
の
た

め
の
一
助
と
な
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
守
り
続
け
る
も
の

　

民
生
委
員
制
度
は
全
国
統
一
の
制
度
で

あ
り
、
そ
の
担
い
手
で
あ
る
民
生
委
員
に

は
、
社
会
に
変
化
が
生
じ
て
も
、
変
え
な

い
、
守
り
続
け
る
べ
き
姿
勢
が
あ
り
ま
す
。

大
正
６
年
に
岡
山
県
で
始
ま
っ
た
済
世
顧

問
制
度
か
ら
、
１
０
０
年
に
わ
た
る
多
く

の
先
達
の
実
践
の
う
え
に
民
生
委
員
児
童

委
員
の
今
日
の
活
動
が
あ
る
か
ら
で
す
。

そ
の
中
に
は
、
年
月
が
い
く
ら
経
過
し
よ

う
と
も
、
民
生
委
員
児
童
委
員
活
動
の
基

本
と
し
て
脈
々
と
受
け
継
が
れ
、
民
生
委

員
児
童
委
員
の
土
台
、
軸
と
な
っ
て
い
る

も
の
で
す
。
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奉
仕
愛
・
隣
人
愛

・ 
民
生
委
員
児
童
委
員
は
地
域
の
た
め
に

貢
献
し
た
い
と
い
う
奉
仕
性
あ
っ
て
の

も
の

・ 

そ
の
活
動
は
同
じ
地
域
住
民
と
し
て
の

隣
人
愛
に
基
づ
く
も
の

住
民
と
の
信
頼
関
係

・ 

自
ら
地
域
を
歩
き
、
そ
の
実
情
を
把
握

す
る

・ 

住
民
と
「
顔
と
顔
を
合
わ
せ
る
」
こ
と

で
信
頼
関
係
を
つ
く
る

・ 

一
時
的
で
は
な
く
、
継
続
的
な
住
民
と

の
関
係
づ
く
り
を
重
視
す
る

住
民
視
点
の
活
動

・ 

自
ら
も
地
域
住
民
の
一
員
と
し
て
、
住

民
視
点
に
立
っ
て
活
動
を
行
う

・ 

住
民
に
寄
り
添
い
、
相
談
相
手
と
な
り
、

支
援
へ
の
つ
な
ぎ
役
と
な
る

・ 

住
民
の
代
弁
者
と
な
り
、
住
民
視
点
で

の
提
言
、
意
見
具
申
を
行
う

　　
こ
れ
ら
は「
民
生
委
員
児
童
委
員
信
条
」

に
多
く
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
信
条

は
、
昭
和
26
年
に
策
定
さ
れ
、
民
生
委
員

児
童
委
員
の
基
本
的
態
度
や
活
動
目
標
を

簡
潔
に
示
し
た
座
右
の
銘
と
な
り
、
常
に

民
生
委
員
児
童
委
員
が
心
に
留
め
て
い
る

も
の
で
す
。

　

平
成
７
年
に
表
現
や
字
句
等
に
つ
い
て

今
日
的
な
も
の
に
改
め
る
必
要
が
あ
る
と

の
観
点
か
ら
改
め
ら
れ
ま
し
た
が
、
３
つ

の
姿
勢
は
不
変
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
社
会
情
勢
等
が
変
化
し

時
間
が
経
過
し
て
も
、
す
べ
て
の
民
生
委

員
児
童
委
員
の
心
の
拠
り
所
と
し
て
引
き

継
が
れ
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

 

（
生
活
支
援
担
当
）

各県・政令市民児協では、「民生委員制度創設100周年」という節目を次のとおり考え、取り組んでいます！

■神奈川県民児協
　100周年を「通過点」としてふりかえりつつ、これから
先の100年を見据え、神奈川県における委員活動を整理す
るとともに、これからの新しい世代に委員活動の目的や
内容を幅広く発信します。
■横浜市民児協
　民生委員制度創設100周年を迎え、今日まで築き上げた
伝統を引き継ぐとともに、地域における委員の役割、方向
性を確認し、活動の強化を図ります。
■川崎市民児協
　民生委員制度創設100周年の大きな節目を迎え、福祉を
取り巻く社会環境が変化している中で、委員制度への理
解を高め、活動の充実強化を図ることを目的として記念
事業を実施します。
■相模原市民児協
　民生委員制度100周年という節目を迎え、制度の歴史を
振り返り、伝承の制度を守っていくために必要な取り組
みと今日的課題の解決に必要な取り組みを検証する機会
とします。

参考資料：「都道府県・指定都市段階における民生委員制度創設100周年記念事業につ
いてのアンケート結果」（全国民生委員児童委員連合会実施、２月２日）

民生委員児童委員信条

一、わたくしたちは、隣人愛をもって、社会福祉の増進に努めます。

一、わたくしたちは、常に地域社会の実情を博することに努めます。

一、わたくしたちは、誠意をもって、あらゆる生活上の相談に応じ自立の援助に努めます。

一、わたくしたちは、すべての人々と協力し、明朗で健全な地域社会づくりに努めます。

一、わたくしたちは、常に公正を旨とし、人格と識見の向上に努めます。
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民生委員児童委員民生委員児童委員ですですこ
ん に ちは

!

ビス利用にとてもつなぎやすいです。
　町の福祉課や子ども子育て支援室など、様々なつなぎ
先の専門職にもお願いしました。対応の結果をフィード
バックしてもらえると、支援者との関係がスムーズにな
るので大変助かります。
　また開成町は自治会活動が盛んです。民生委員は担当
の自治会での福祉行事、災害時要援護者登録制度の運用
などに協力しています。その時に民生委員活動について
理解を得たり、地域の人々と顔見知りになったり、そこ
から地域の実情が分るなど、様々な気付きがありました。
　民生委員としてできる事は限られているかもしれませ
んが、委員同士が協力し合い、様々な機関と連携して地
域の人々を見守り、寄り添ってきた活動を振り返ると、
大きな充実感と安堵を感じています。

　私は新任の頃、家族のように寄り添い支援したいと使
命感に燃えていました。しかし定例会の中で、ある事業
について「これは民生委員としてやることなのか」と先
輩委員が発言されました。その時は「なんて薄情なの…」
と思いましたが、活動をしていくうちに「何でもするこ
とは本人のためではなく、また公平性や継続性を考える
と民生委員としてはどうなのか。時間を問わず、誰にで
も、いつまでも直接
支援活動をしていた
ら、民生委員自身が
疲弊してしまう」と
思うようになりまし
た。
　そこで２期目ごろ
からは「民生委員と
して何ができるの
か」ということを常
に自分に問いながら
活動するように努めました。例えば民生委員が支援者の
現金の支払いをしたり、通院のため車に乗せたりする事
は、トラブルが発生することなども考えられるので、直
接は行わず関係機関のサービスなどの利用につなぎまし
た。また買い物が困難な方には、町民児協で「買い物お
助けリスト」を作成して対応に備えました。
　幸いにも関係機関である町社協が民児協の事務局を担
い、包括支援センターも受託しているため、相談やサー

委員としてできること
「寄り添い」そして「つなぐ」
～民生委員活動を振り返って～

髙島　幸代
（元・民生委員児童委員）
開成町民生委員児童委員協議会

　神奈川県で一番小さな「町」。そんな開成町は
年々人口が増えています。昨年は約200人増。うち
約半数が65歳以上高齢者でした。平成22年４月に町
内２つ目の小学校が開校し、平成30年には新たな自
治会が組織される予定です。地域の変化も早く、
様々な課題が浮き彫りになってきました。現在ある
13自治会すべてに「福祉部」が組織され、委員の皆
様も福祉部と連携して活動しています。
　県内ではあまり多くありませんが、事務局は町社
協が担っています。委員の皆様が活動しやすいよう
に取り組んでいきたいと思います。
 開成町民生委員児童委員協議会

民生委員制度は、平成29年で100周年を迎えます。左上のマークは、100周年シンボルマークです。

京浜警備保障株式会社

本　　社　　〒221-0056　横浜市神奈川区金港町5番地10 金港ビル4Ｆ内
　　　　　　　　　　　（045）461－0101 代表　 FAX（045）441－1527

岡 本 誠 一 郎代表取締役社長

一般家庭から大型ビルまで
最新のエレクトロ技術によ
り安心と安全を提供します。
防犯カメラや新型ＡＥＤも
取扱っております。

高齢者や身体の不自由な方の為の
【緊急通報サービス】を当社では格
安で提供しております。
関心のある方や希望される方はお
気軽にお問い合わせ下さい。

定例会の様子
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改
正
社
会
福
祉
法
全
面
施
行
―
社
会
福
祉
法
人
制
度
改
革
へ
の
第
一
歩

　

平
成
28
年
４
月
１
日
に
公
布
さ
れ
た

「
社
会
福
祉
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
」（
平
成
28
年
法
律
第
21
号
）
が
、

同
日
の
一
部
改
正
を
経
て
、
平
成
29
年

４
月
１
日
に
全
面
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
施
行
に
よ
り
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス

の
供
給
体
制
の
整
備
及
び
充
実
を
図
る

た
め
、
社
会
福
祉
法
人
に
お
け
る
経
営

組
織
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
強
化
、
事
業
運
営

の
透
明
性
の
向
上
等
の
社
会
福
祉
法
人

制
度
改
革
、
介
護
人
材
の
確
保
の
推
進

な
ど
を
趣
旨
と
し
、
主
に
は
次
の
と
お

り
で
す
。

経
営
組
織
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
強
化

　

こ
れ
ま
で
任
意
設
置
の
諮
問
機
関
と

さ
れ
て
い
た
評
議
員
会
が
、
法
人
の
重

要
事
項
を
決
議
す
る
議
決
機
関
と
し
て

す
べ
て
の
法
人
で
必
置
化
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
法
人
に
お
け
る
業
務
執

行
の
意
識
決
定
機
関
で
あ
る
理
事
会
へ

の
牽
制
機
能
の
強
化
を
目
的
と
す
る
も

の
で
す
。
た
だ
し
、
事
業
規
模
が
政
令

で
定
め
る
基
準
を
超
え
な
い
法
人
に

は
、
評
議
員
定
数
に
つ
い
て
通
常
７
名

以
上
を
４
名
以
上
と
す
る
３
年
間
の
経

過
措
置
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
事
業
の
規
模
が
政
令
で
定
め

る
基
準
を
超
え
る
法
人
に
は
「
特
定
社

会
福
祉
法
人
」
と
し
て
会
計
監
査
人
の

設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
平
成
29
年
度
は
、
最
終
会
計

年
度
と
な
る
平
成
28
年
度
の
収
益
額
が

30
億
円
を
超
え
る
法
人
ま
た
は
負
債
が

60
億
円
を
超
え
る
法
人
が
対
象
と
さ
れ

ま
し
た
が
、
今
後
、
段
階
的
に
対
象
範

囲
を
拡
大
し
て
い
く
こ
と
が
予
定
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
こ
れ
ま
で
す
べ
て
の
理

事
が
社
会
福
祉
法
人
の
業
務
の
代
表
権

を
持
ち
、
そ
の
代
表
権
は
定
款
を
も
っ

て
制
限
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ
て

い
ま
し
た
が
、
こ
の
度
の
改
正
で
は
代

表
権
は
理
事
長
の
み
に
付
与
す
る
こ
と

と
さ
れ
、
理
事
会
、
監
事
な
ど
法
人
の

各
機
関
の
権
限
や
責
任
が
法
律
上
明
確

に
示
さ
れ
ま
し
た
。

事
業
運
営
の
透
明
性
の
向
上

　

公
益
性
の
高
い
法
人
と
し
て
、
国
民

へ
の
説
明
責
任
を
十
分
に
果
た
す
観
点

か
ら
、
社
会
福
祉
法
人
は
定
款
、
役
員

報
酬
基
準
、
事
業
報
告
書
、
財
産
目
録
、

貸
借
対
照
表
、
収
支
計
算
書
を
閲
覧
対

象
の
書
類
と
し
て
一
般
に
開
示
す
る
と

と
も
に
、
定
款
、
貸
借
対
照
表
、
収
支

計
算
書
、
役
員
報
酬
基
準
、
事
業
概
要

や
役
員
区
分
ご
と
の
報
酬
総
額
を
記
載

し
た
現
況
報
告
書
に
つ
い
て
は
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
公
開
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
都
道
府
県
知
事
が
、
所
轄
庁

か
ら
財
務
諸
表
（
計
算
書
類
）
な
ど
の

提
供
を
受
け
、
法
人
規
模
や
地
域
特
性

に
着
目
し
た
分
析
を
行
い
、
所
轄
庁
の

支
援
、
地
域
住
民
の
サ
ー
ビ
ス
利
用
、

法
人
に
よ
る
経
営
分
析
へ
の
活
用
を
図

る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

財
務
規
律
の
強
化

　

社
会
福
祉
法
人
の
保
有
す
る
財
産
に

つ
い
て
、事
業
継
続
に
必
要
な
財
産（
控

除
対
象
財
産
）
を
控
除
し
た
上
で
、
再

投
下
可
能
な
財
産
（
社
会
福
祉
充
実
残

額
）
を
明
確
化
す
る
と
と
も
に
、
当
該

財
産
が
生
じ
る
場
合
に
は
「
社
会
福
祉

充
実
計
画
」
を
策
定
し
、
既
存
事
業
の

充
実
や
地
域
公
益
事
業
な
ど
の
新
た
な

取
り
組
み
に
有
効
活
用
す
る
こ
と
が
定

め
ら
れ
ま
し
た
。

　

計
画
の
策
定
に
当
た
っ
て
は
、
社
会

福
祉
充
実
残
額
の
算
定
過
程
を
中
心

に
、
公
認
会
計
士
な
ど
の
財
務
に
関
す

る
専
門
家
に
意
見
を
聴
く
と
と
も
に
、

地
域
公
益
事
業
を
行
う
場
合
に
は
、
当

該
事
業
の
内
容
や
事
業
区
域
に
お
け
る

需
要
に
つ
い
て
、
関
係
機
関
と
の
連
携
、

地
域
住
民
な
ど
の
意
見
を
聴
き
、
策
定

す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
度
の
全
面
施
行
に
向
け
て
、
各

法
人
で
は
す
で
に
平
成
28
年
度
か
ら
定

款
の
変
更
や
諸
規
程
の
整
備
、
新
た
な

評
議
員
の
選
任
な
ど
の
準
備
に
取
り
組

ん
で
き
ま
し
た
が
、
新
た
な
ル
ー
ル
に

よ
る
役
員
選
任
や
役
員
会
の
運
営
、
情

報
公
開
な
ど
、
今
後
も
対
応
が
続
き
ま

す
。

 

（
企
画
調
整
・
情
報
提
供
担
当
）

社会福祉法人が対応を求められる閲覧対象書類・公表書類
改正前 改正後

備置・閲覧 公表 備置・閲覧 公表
事業報告書 ○ － ○ －
財産目録 ○ － ○ －
貸借対照表 ○ ○ ○ ○
事業活動計算書 ○ ○ ○ ○
資金収支計算書 ○ ○ ○ ○
監査意見書 ○ － ○ －
現況報告書 － ○ ○ ○
役員の報酬総額 － － ○（※） ○（※）
定款 － － ○ ○
役員報酬基準 － － ○ ○
事業計画書 － － ○ －
（※）現況報告書に記載　　　　　 改正後の変更点
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犯
罪
被
害
者
給
付
金
制
度
検
討
始
ま
る

 

―
親
族
間
の
事
件
の
増
加
を
背
景
に

　

全
国
の
警
察
が
平
成
28
年
に
摘
発
し

た
殺
人
事
件
（
未
遂
を
含
む
）
の
う
ち
、

55
％
が
親
族
間
で
起
き
て
い
た
こ
と
が

警
察
庁
の
調
べ
で
分
か
り
ま
し
た
。

　

犯
罪
被
害
給
付
金
制
度
に
よ
る
支
援

対
象
は
故
意
の
犯
罪
で
死
傷
し
た
場
合

で
あ
り
、
Ｄ
Ｖ
や
児
童
虐
待
な
ど
一
部

を
除
き
、
親
族
間
に
よ
る
犯
罪
は
対
象

外
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
親
族
間

に
よ
る
事
件
が
増
加
傾
向
に
あ
る
た

め
、
給
付
金
制
度
の
見
直
し
に
向
け
、

警
察
庁
は
検
討
会
を
設
置
し
、
去
る
４

月
10
日
に
初
会
合
を
開
催
し
ま
し
た
。

提
言
の
ま
と
め
は
夏
ご
ろ
を
予
定
。

　

同
庁
の
分
析
に
よ
る
と
、
平
成
26
年

に
摘
発
し
た
親
族
間
の
殺
人
・
殺
人
未

遂
事
件
や
傷
害
致
死
事
件
２
７
２
件
の

う
ち
、
被
害
者
は
「
父
母
」
が
33
％
と

最
も
多
く
、次
い
で「
配
偶
者
」（
27
％
）、

「
子
」（
25
％
）。
動
機
別
で
は
、
介
護
や

育
児
疲
れ
、
困
窮
を
背
景
と
し
た
「
将

来
を
悲
観
」
が
33
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

「
子
」
が
被
害
者
と
な
っ
た
場
合
の
「
将

来
を
悲
観
」
を
動
機
と
す
る
割
合
は
、

59
％
と
さ
ら
に
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

介
護
や
看
病
、
子
育
て
の
悩
み
や
不

安
に
よ
り
大
切
な
命
が
奪
わ
れ
る
こ
と

の
無
い
よ
う
、地
域
の
中
で
の
見
守
り
・

支
え
合
い
、
当
事
者
が
安
心
し
て
話
せ

る
場
づ
く
り
な
ど
、
フ
ォ
ー
マ
ル
、
イ

ン
フ
ォ
ー
マ
ル
に
よ
ら
な
い
取
り
組
み

の
推
進
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

 

（
企
画
調
整
・
情
報
提
供
担
当
）

2017年3月26日～4月25日

●熊本地震関連死25％車中泊経験
　熊本地震で震災関連死に認定された
170人のうち、車中泊を経験した人が少
なくとも42人、避難所や高齢者施設など
での避難生活を経験した人が61人に上る
ことが、読売新聞社の調査により分かっ
た。過酷な避難生活で持病を悪化させた
高齢者の関連死が多い。

●医療・福祉資格課程の一部共通化
　厚生労働省は、保育士、介護福祉士、
看護師など12の医療・福祉分野の国家資
格などについて、養成課程の一部を共通
化する方針を固めた。保育や介護分野な
どへの労働力の移動を容易にすること
で、人手不足が懸念されている福祉人材
を確保することが狙い。

●福島避難　いじめ129件
　東京電力福島第一原発事故などの影響
で、福島県から県内外に避難した児童生
徒へのいじめは、平成28年度中、129件に
上り、このうち４件は東日本大震災や原
発関連事故関連だったことが文部科学省
の初の全国調査で分かった。

●やまゆり入所者横浜移住
　４月５日、相模原市緑区の知的障害者
福祉施設「津久井やまゆり園」の入所者
約110人が、横浜市港南区の居住施設「津
久井やまゆり園芹が谷園舎」に引越した。
　同園再生の在り方については、県障害
者施設審議会の専門部会で議論が進めら
れている。

－社会福祉施設の設計監理－
株式
会社安江設計研究所
東京都港区高輪 2 －19－17－808
Te l  0 3（3449）1771㈹／ Fax  0 3（3449）1772
E‒Mail yasue@yasue-sekkei.co.jp
URL http://www.yasue-sekkei.co.jp/

新築・増築・改修の他、耐震診断・建物定期報告・
アスベスト調査等お気軽にご相談ください

親族間の殺人（未遂含む）と
傷害致死事件の動機

その他
3%

被害者の
問題行動
9%

DV・
虐待
8%

不仲・
トラブル
25%

加害者の
心身喪失等
21%

将来を悲観
33%

※警察庁まとめ。四捨五入のため合計は100％にならない
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❖視覚
　視覚は、人間の外部情報の約８割を占めると言われ
ています。きれいな景色、それを作り出している色彩
等、色には人の心をリラックスさせる効果も認められ
ています。
　色や配色により効果は様々ですが、自分の気に入っ
た色や風景に最もリラックス効果があります。
　美しいものに目を奪われるというのは、まさに心が
リラックスしている瞬間です。

❖嗅覚＆味覚
　嗅覚を使ったストレス解消法としては、アロマオイ
ルやお香を使ったものが一般的です。嗅覚は脳にダイ
レクトに刺激を与えるため、ラベンダーやジャスミン
のように自然の香りは人の心をリラックスさせる事が
できます。
　ハーブティーなどは味覚も利用した嗅覚との相互作
用があり、日中はもちろん、就寝前に飲むことで心が
安らぎ、入眠効果もあります。
　たまには日々を頑張っている自分へのご褒美として
大好物な食事を摂る事もリラックスにつながります。
ただ、食べ過ぎに十分なご注意を…。

❖触覚
　触覚は、幼児にとって親の愛情を知る重要なコミュ
ニケーションの一つです。同時に、スキンシップには

◎ このコーナーでは、子育てや障害、認知症・介護当事者の目線から、普段の暮らしに役立つ「おすすめ」なものを紹介します。

　皆様こんにちは！
　寒い冬が明け、暖かな季節がやってきました
がいかがお過ごしでしょうか？
　今回は五感を利用した心のリラックス方法を
提案します。
　これは！と思った方法があれば、ぜひ実践し
てみてください。

五感を使ったストレス解消法

❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ 

リラックス効果があり、安心感を得る事ができるもの
と言われています。梱包材のプチプチを潰していくと
何だか止められず、ついついハマってしまうのは、こ
の原理が働いているからです。
　人それぞれ触覚を通じ、温もり、肌触りを感じる事
ができる物があると思うので試してみてください。

❖聴覚
　これから梅雨の季節へと
変わりますが、梅雨という
と「じめじめしている」等
マイナスなイメージを持た
れている方も多いと思いま
すが、好きな音楽でリラックスできるように、雨音に
もリラックス効果があります。
　雨音の奏でにそっと耳を傾けるのも良いでしょう。

❖悲しい時や辛い時は…
　気持ちが落ち込む時は、試しに口を「あいうえお」
の「い」の形にしてみましょう。人間の脳は不思議な
もので、にっこりした時の口の形を作るだけで、気持
ちは沈んでいても脳は無意識に「楽しい事が起きてい
る」と錯覚を起こすのです。
　人は悲しい事や辛い事を必ず
持っていますし、経験します。
笑う事ができるのが一番です
が、どうしても笑えない時もあ
るでしょう。でもそんな時こ
そ、この記事でご紹介した方法
を試してみてください！

今月は
　⇨ （N）神奈川県障害者自立生活支援センター

がお伝えします !

　通称KILC（キルク）。1997年４月設立。障害者の自立生
活を目指してピアカウンセリング（障害者による相談事業）
や各種情報提供、障害者施策の研究・提言など障害当事者
の目線で共生社会の実現を目指した活動を展開。現在、厚
木・平塚等４カ所の事業所で活動中。

〈連絡先〉〔法人本部〕〒243－0035  厚木市愛甲１-７-６
　　　　 TEL 046-247-7503　 FAX 046-247-7508
　　　　 URL http://www.kilc.org Mail info@kilc.org
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福祉最前線
̶現場レポート̶

　「皆とおしゃべりしながら道を歩けるなんて、夢にも
思わなかった！！」。ＣＳ和の会の親睦会‘おしゃべり
会’に初めて参加したＭさんが涙ぐんで言った言葉です。
　昔の友人とは会えないけれど、発症者仲間となら一緒
にいても苦しくありません。柔軟剤を使った人が来れば
皆で息を止めて道を避けたり、煙草を吸っている人を見
かけると一斉に逃げ出したり…。言葉にしなくても同時
に察知し、同時に逃げる、こんな小さなことで分かりあ
えるのがこの上なく楽しいのです。
● 化学物質過敏症（Chemical Sensitivity：以下ＣＳ）とは
　ＣＳは、それまで体内に取り込んだ化学物質がその人
の許容量を超えた時に一気に発症すると言われていま
す。発症すると、一般に使われている柔軟剤や防虫剤、
建材、排気ガス、煙草、農薬や食品添加物などから出る
化学物質で頭痛や動悸、体の痛み、しびれ、目のかすみ、
下痢等、さまざまな不快な症状が繰り返し出現するた
め、ごく普通の人と接することも難しくなります。重症
になると学校や職場に行くことはもちろん、自宅にいる

◎ このコーナーでは県内各地の福祉関連の当
事者・職能団体等の方々から日ごろの取り
組みをご寄稿いただきます。

こともできなくなり、化学物質を避けるためにほとんど
人の住まない山奥で避難生活を送っている人もいます。
　ＣＳは平成21年に保険病名に登録されましたが、社会
的認知度が低く、周囲の無理解に苦しんでいる発症者も
少なくありません。
●セルフヘルプ・グループ（ＳＨＧ）としての活動
　当会はＣＳ発症者が自主的に運営している発症者のた
めの会です。全員が発症者で、できることには限界があ
るため、ささやかに活動を続けています。会の集まりに
は、普段自宅から出られずじっとつらさに耐えている発
症者も、参加後の数日間はダウンするのを覚悟の上で参
加します。私たちにとって仲間との語り合いは、悩みや
苦しみ、希望や勇気などの感情を共有できる貴重な癒し
の場です。また、先輩仲間たちの経験に基づいた生活の
知恵やアイデアは皆の生きる力になっています。
　当会は県社協と横浜市男女共同参画センターから、
メールボックスや会場利用の支援を受けています。ＳＨ
Ｇへの公的な機関の支援があるのは全国でも神奈川県と
横浜市だけなので、地元でセルフヘルプ活動ができる私
たちは非常に恵まれていると感謝しています。

ＣＳ和の会～化学物質過敏症の仲間たち～
代表　猿渡　温美

　平成19年に発会した化学物質過敏症発症者のセルフヘルプ・グループ
（※）です。定例の集まりでは仲間たちと悩みやつらさなど気持ちの共有
や情報交換などをしています。
※共通の悩みや問題を抱える人が、自主的に活動を行うグループ
〈連絡先〉 〒221－0835横浜市神奈川区鶴屋町2－24－2（かながわ県民センター12階メールボ

ックス№40）　URL  http://home.n01.itscom.net/wanokai/

発症者仲間たちの出会いと支えあい
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ン
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。
コ
ア
メ
ン

バ
ー
に
よ
る
「
鶴
街
っ
く
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

を
開
催
し
、「
社
会
資
源
情
報
分
析
チ
ー

ム
」
と
「
介
護
予
防
ニ
ー
ズ
分
析
チ
ー

ム
」
に
分
か
れ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
に
既
存

調
査
の
分
析
評
価
及
び
自
治
会
長
・
地

区
民
生
委
員
児
童
委
員
へ
の
生
活
支
援

に
関
す
る
実
態
調
査
と
、
子
育
て
支
援

者
・
障
害
者
支
援
者
へ
の
テ
ー
マ
を

絞
っ
た
グ
ル
ー
プ
・
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を

行
い
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
成
果
を
地
区

住
民
に
伝
え
、
今
後
の
活
動
を
考
え
る

た
め
の
ミ
ニ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
実
施
し
、

地
域
住
民
や
関
係
者
で
情
報
を
共
有
し

ま
し
た
。
ま
た
、
地
区
住
民
が
社
会
資

源
を
知
る
た
め
の
「
社
会
資
源
マ
ッ
プ
」

「
実
践
事
例
集
」
を
作
成
し
て
お
り
、
今

的
な
視
点
か
ら
の
助
言
も
得
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
何
よ
り
、
住
民
が
コ
ア

メ
ン
バ
ー
に
入
り
、
目
標
を
共
有
し
て

地
域
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
実
施
し
た
こ
と

で
、
新
た
な
住
民
同
士
・
異
分
野
で
の

活
動
者
同
士
の
つ
な
が
り
を
生
み
、
ま

た
、
生
活
圏
域
で
の
地
域
課
題
を
再
発

見
し
、
住
民
自
身
に
よ
る
地
域
づ
く
り

に
向
け
た
機
運
が
高
ま
り
ま
し
た
。
こ

こ
か
ら
今
後
の
取
り
組
み
に
つ
な
が
る

よ
う
、
各
社
協
と
も
展
望
を
描
い
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
軌
跡
を
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
た
め
の
ア
セ

ス
メ
ン
ト
」
と
し
て
ま
と
め
ま
し
た
。

本
会
Ｈ
Ｐ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

ま
す
の
で
、
地
域
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
進

め
る
際
の
参
考
と
し
て
ご
活
用
く
だ
さ

い
。 

（
地
域
福
祉
推
進
担
当
）

人
づ
く
り
・
活
動
づ
く
り
、
そ
し
て
地
域
づ
く
り
を
拓
く
！

 
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
実
践
に
向
け
た
協
働
事
業
」
報
告
書
発
行

　

本
会
で
は
、
今
日
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
の
在
り
方
を
検
証

す
る
と
と
も
に
、
地
域
福
祉
の
総
合
的

展
開
―
人
づ
く
り
・
活
動
づ
く
り
・
地

域
づ
く
り
―
を
探
究
す
る
た
め
に
、
大

和
市
社
協
、
大
井
町
社
協
と
（
Ｎ
）
よ

こ
は
ま
地
域
福
祉
研
究
セ
ン
タ
ー
の
４

者
協
働
で
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ソ
ー
シ
ャ

ル
ワ
ー
ク
実
践
に
向
け
た
協
働
事
業
」

を
実
施
し
ま
し
た
。

　

大
和
市
、
大
井
町
の
住
民
に
コ
ア
メ

ン
バ
ー
と
な
っ
て
い
た
だ
き
、
ア
セ
ス

メ
ン
ト
（
※
）
目
標
を
設
定
し
、
各
地

域
の
強
み
・
弱
み
を
知
る
た
め
の
調
査

を
行
い
ま
し
た
。

《
大
和
市
》

　

鶴
間
地
区
に
お
い
て
地
域
ア
セ
ス
メ

後
は
住
民
に
配
布
し
、
活
用
す
る
中
で

出
た
声
を
反
映
し
、
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ

プ
し
て
い
く
計
画
で
す
。
コ
ア
メ
ン

バ
ー
か
ら
は
、「
今
後
も
こ
の
取
り
組
み

を
続
け
て
い
き
た
い
」
と
意
欲
が
湧
い

て
い
ま
す
。

《
大
井
町
》

　

町
内
14
地
区
の
う
ち
３
地
区
９
８
６

世
帯
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
及
び
民
生

委
員
児
童
委
員
協
議
会
等
３
団
体
へ
の

グ
ル
ー
プ
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
い
ま
し

た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
は
コ
ア
メ
ン

バ
ー
会
議
で
丁
寧
に
調
査
票
を
作
成

し
、
調
査
票
配
布
や
回
収
、
結
果
入
力

等
も
コ
ア
メ
ン
バ
ー
が
積
極
的
に
力
を

発
揮
し
ま
し
た
。
約
70
％
の
高
い
回
収

率
で
自
由
記
述
も
多
く
、
身
近
な
地
域

の
リ
ア
ル
な
声
を
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
読

み
取
る
中
で
「
地
域
を
自
分
た
ち
の
手

で
つ
く
っ
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
」

と
い
う
強
い
思
い
が
コ
ア
メ
ン
バ
ー
に

は
生
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
ア
セ
ス
メ

ン
ト
成
果
を
受
け
て
、
平
成
29
年
度
に

着
手
す
る
第
３
次
地
域
福
祉
プ
ラ
ン
策

定
へ
反
映
さ
せ
て
い
く
予
定
で
す
。

　

ま
た
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
、
大

和
市
社
協
に
は
聖
徳
大
学
教
授
の
豊
田

宗
裕
さ
ん
、
大
井
町
社
協
に
は
田
園
調

布
学
園
大
学
講
師
の
小
平
隆
雄
さ
ん
に

関
わ
っ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
で
、
専
門

大和市・鶴間ちっくフォーラムにて作成
した「社会資源マップ」と「実践事例
集」。必要な情報が簡潔に伝わるよう工
夫している

大井町・コアメンバー会議にて作成した
アンケート調査票。対象別に色分けして
わかりやすくしている

作成した報告書「コミュニティソーシャルワ
ーカーのためのアセスメント」。ワーカーに
焦点を当てた軌跡を見ることができる

（※）アセスメント…地域支援とし
て必要な活動実践やその目標設定に
つなげることを目的に地域社会の状
況・特性や地域住民の想い思い・要
望を把握し、ニーズを明確にするた
めに実施するもの
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　※希望者のみ懇談会費、宿泊費
● 第1回共生社会を支えるための障
害児・者とのコミュニケーション
技術研修会
◇日時＝7月30日（日）・31日（月）
　※日程表、講師等の詳細は、決定
　　後ホームページにて掲載
◇会場＝全国障害者総合福祉セン
ター（戸山サンライズ）
◇対象＝各障害福祉サービス事業所
の職員、その他障害者福祉に関わ
る者。特別支援学校、特別支援学
級の教員
◇参加費＝12,000円
　※希望者のみ懇談会費、宿泊費
◇申込締切＝6月23日（金）必着
◇申込方法＝ FAX 郵送にて申込む
　※ FAX で申し込む場合、送信後、受
　　信の可否を確認すること
◇問合先＝全国障害者総合福祉セン
ター養成研修課（東京都新宿区戸
山1－22－1）

☎03－3204－3611 FAX 03－3232－3621
URL  http://www.normanet.ne.jp
/̃ww100006/index.htm

木下財団　助成金募集
◇助成対象＝障がい者支援団体
◇助成内容＝障がい者支援施設の増
改築、補修または備品等の購入に
必要な資金の一部
◇申込＝5月31日（水）必着
◇応募方法＝申請書類を郵送
　※申請書類はホームページからダ
　　ウンロード
◇申込・問合先＝（福）木下財団　
☎03－6222－8927  FAX 03－6222－8937
URL http://www.kinoshita-zaidan.
or.jp

無戸籍相談窓口のご案内
　戸籍に記載のない方を支援する無
戸籍相談窓口が、各法務局・地方法
務局に開設されています。お近くの
窓口や詳細につきましては法務省
ホームページをご覧ください。
URL  http://www.moj.go.jp/MIN
JI/minji04_00034.html

検索 無戸籍　法務省

川崎授産学園市民交流事業のご案内
障害者支援講座（ボランティア養成講座）
《1日目・講義》
◇テーマ・講師＝「人を支援するとい
うことの意味を考えてみよう」講
師：山中達也氏（山梨県立大学准
教授）
◇日時＝6月12日（月）午後1時30分～
午後3時30分

《2日目・体験》
◇日時＝6月20日（火）、21日（水）、
22日（木）午後1時30分～午後3時

　※ 体験プログラムとして3日間に開催
される折紙活動、スポンジテニス、
音楽交流サロン奏の運営スタッフ
の補助の1つ以上に参加する

《3日目・講義と施設見学》
◇テーマ・講師＝「ボランティア体験
を通して自分自身を知ろう」講師：
山中達也氏（山梨県立大学准教授）
◇日時＝6月23日（金）午後1時30分～
午後3時30分
◇場所＝川崎授産学園内
◇定員＝20名
◇申込＝6月8日（木）までに電話、
FAX、メール、来所にて申込む
◇参加費＝無料
◇問合・申込先＝川崎授産学園（川
崎市麻生区細山1209）
☎044－954－5011  FAX 044－954－6463

全国障害者総合福祉センター
研修のご案内
● 障害者地域生活支援従事者研修会
～誰もが安心して暮らせる地域社
会の実現に向けて～
◇日時＝7月11日（火）～7月14日（金）
※日程表、講師等の詳細は受講決
　　定時に通知
◇会場＝全国障害者総合福祉セン
ター（戸山サンライズ）
◇対象＝市町村、障害者福祉セン
ター、相談支援事業所、障害福祉
サービス事業所及びその他関係施
設等において障害者の地域生活支
援業務に携わる者
◇申込締切＝6月9日（金）
◇申込方法＝FAX 郵送にて申込む
◇参加費＝12,000円

「児童養護施設退所者に対する自立
支援資金貸付事業」担当窓口変更
　本会にて行っている、児童養護施
設入所や里親の委託を退所・委託解
除される方々に対する自立支援資金
の貸付について、問合先が生活支援
担当から社会福祉施設・団体担当に
変更となりました。新しい問合先は
次の通りです。
◇問合先＝福祉サービス推進部社会
福祉施設・団体担当
☎045－311－1424  FAX 045－313－0703

寄附金品ありがとうございました
【一般寄附金】神奈川県民共済生活
協同組合、広瀬公子

【交通遺児援護基金】（一社）神奈川
県指定自動車教習所協会

【ともしび基金】県立鎌倉養護学校、
よねの湯、㈱ＩＤＯＭ、県立湘南
養護学校、県立津久井養護学校、
第一機動隊、座間市グラウンド・ゴ
ルフ協会、脇隆志
 （合計2,042,739円）
【寄附物品】㈱ツルハホールディン
グス、クラシエホールディングス
㈱、山下みゆき
 （いずれも順不同、敬称略）

㈱ツルハホールディングス、クラシエホール
ディングス㈱より、県内の介護老人保健施設
へ車いすをいただき、㈱ツルハホールディン
グス関東第一店舗運営部 舘昌夫部長（後方右）
に感謝状を贈呈

神奈川県民共済生活協同組合より、本会児童
福祉施設協議会・母子生活支援施設協議会に
ご寄附いただき、手島康博専務理事（左）に感
謝状を贈呈

11
第786号　福祉タイムズ　2017.5.15



　

川
崎
市
幸
区
は
、
２
０
７
名
の
民
生

委
員
児
童
委
員
（
以
下
、
委
員
）
で
地

域
の
見
守
り
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

区
の
現
状
は
、
65
歳
以
上
の
高
齢
者

が
３
万
７
千
人
で
、
高
齢
化
率
は
約

25
％
で
す
。
工
場
の
跡
地
に
建
設
さ
れ

た
マ
ン
シ
ョ
ン
群
と
従
来
か
ら
の
戸
建

家
屋
が
混
在
し
て
い
る
地
域
で
す
。

　

各
地
区
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会

（
以
下
、
民
児
協
）
は
、
子
育
て
支
援
活

動
も
活
発
に
行
っ
て
お
り
、
高
齢
者
だ

け
で
な
く
、
子
育
て
が
安
心
し
て
で
き

る
地
域
と
い
え
ま
す
。

　

御
幸
西
第
一
地
区
民
児
協
で
は
、
下

平
間
老
人
い
こ
い
の
家
で
「
バ
ン
ビ
ひ

ろ
ば
」
と
い
う
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
は
、
乳
幼
児
が
委
員
と
遊
び
、

「福祉タイムズ」は、赤い羽根共同募金の配分を受けて発行しています
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〒221-0844　横浜市神奈川区沢渡４番地の２　☎045-311-1423　FAX 045-312-6302　Mail kikaku@knsyk.jp

ご意見・ご感想をお待ちしています！

かながわ
情報ほほっとっと

バックナンバーはHPから
検索 神奈川県社協

親
同
士
は
会
話
を
楽
し
む
な
ど
、
家
庭

と
は
異
な
る
世
代
、
相
手
と
の
交
流
を

楽
し
み
ま
す
。
ま
た
、
保
健
師
や
、
市

立
保
育
園
の
先
生
に
子
育
て
に
関
す
る

悩
み
事
を
相
談
し
た
り
、
助
言
を
得
た

り
す
る
場
に
も
な
っ
て
お
り
、
毎
回
多

く
の
親
子
が
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

御
幸
西
地
区
社
協
が
運
営
す
る
、
誰

で
も
が
気
軽
に
利
用
で
き
る
交
流
ス

ペ
ー
ス
「
塚
越
の
陽
だ
ま
り
」
の
運
営

に
も
協
力
し
て
い
ま
す
。
高
齢
者
が
お

茶
を
飲
ん
で
い
る
中
で
赤
ち
ゃ
ん
が
ハ

イ
ハ
イ
し
、
小
学
生
が
宿
題
を
し
て
過

ご
す
な
ど
、
世
代
関
係
な
く
自
然
と
声

掛
け
が
で
き
る
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
委
員
は
、
地
域
社
会
の
中
で

生
活
上
の
支
援
や
助
言
が
必
要
な
方
に

隣
人
愛
と
誠
意
を
持
っ
て
接
し
、
幸
せ

な
生
活
が
送
れ
る
よ
う
に
手
助
け
を
し

て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
私
た
ち
自
身

も
人
格
と
識
見
を
高
め
、
明
朗
で
健
全

な
地
域
社
会
づ
く
り
に
貢
献
で
き
る
よ

う
に
努
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
が
委
員
の

「
福
祉
の
心
」
だ
と
考
え
、
こ
れ
か
ら
も

大
切
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
年
は
民
生
委
員
制
度
創
設
１
０
０

周
年
を
迎
え
ま
す
。
そ
の
記
念
行
事
と

し
て
、
市
民
児
協
で
は
、
５
月
23
日
に

川
崎
市
ミ
ュ
ー
ザ
川
崎
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー

ホ
ー
ル
で
１
０
０
周
年
記
念
式
典
を
行

い
ま
す
。
１
，
９
０
０
席
は
ご
来
賓
の

方
々
と
新
旧
の
委
員
で
満
席
に
な
る
予

定
で
す
。
荘
厳
な
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
の

演
奏
で
民
生
委
員
の
歌「
花
咲
く
郷
土
」

を
歌
う
の
が
楽
し
み
で
す
。

（
御
幸
西
第
一
地
区
民
生
委
員
児
童
委

員
協
議
会
）

福
祉
の
心
を
私
た
ち
の
活
動
の
原
点
と
し
て

 

御
幸
西
第
一
地
区
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
（
川
崎
市
幸
区
）

「塚越の陽だまり」の節分。鬼に扮し
た町内会の役員めがけ、カラーボール
を豆の代わりに投げて鬼を追い払う

幸区民祭ではお揃いのベストを着て
「花咲く郷土」を歌い、委員活動をＰＲ

　民生委員制度の始まりは、第
一次世界大戦末期、大正６（1917）
年５月12日に防貧対策として岡
山済世顧問設置規定が公布され
たことに由来するものです。
　全国民生委員児童委員連合会
では、この日を記念して、５月
12日を民生委員・児童委員の日
と定め、５月12日から18日まで
の１週間を地域のみなさんに活
動を知っていただくための強化
週間として取り組みを進めてい
ます。

５月12日は
民生委員児童委員の日
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